



























































































表 1 資本市場と良い嘘 ･悪い嘘
嘘の種類 嘘の内容 関係する研究分野
資本市場 良い嘘(大枠) 株式会社の存在 法人論
- 法人と機関
- 資本市場の活性化と民間有価証券 資本市場 .貨幣論
悪い嘘 株式会社内部機関 監査論- 公認会計士制度や監査役制度を形作る監査論






























































































































































































































































































































































































































































92 国際経営論集 No.40 2010
の公認会計士を誕生させればいい話である｡そ
の努力を自己が行わないで､誰のための監査で
あり､何のための監査なのかと問わずにはいら
れないのである｡
4.会計学の嘘
4.1 経営学と会計学
日本やアメリカの経営学を研究する学者と違
い､ドイツの経営学者は会計学を自由に扱う｡
これは､経営学の発展の系譜に相違がある｡ ド
イツの経営学は､企業行動を数字として把握し
ようと努めてきた｡より客観性のある事実を追
い求めてきたともいえる｡ 一方､アメリカの経
営学は､人そのものに関心を抱くことから､人
を形作る組織を如何に管理するかと努めてきた｡
より効率性を重視した結果であるともいえる｡
このような会計学と経営学の関わり合いのな
かで､戦後の日本が最も影響を受けたのは､ド
イツ経営学である｡今日の日本では､ドイツ流､
アメリカ流などをいう経営学ではなく､20世紀
後半の日本型経営学の確立期を経験した日本は､
日本流という経営学を形成したのであった｡ 経
営学と会計学は密接に関係しているはずなので
あるが､現に密接な関係にあるかどうかは､ま
た別問題であるようだ｡
今日の日本では､経営学と会計学は､相互交
流と相互理解ができているとは言い難い状態に
ある｡大学では､経営学と会計学を分化して教
えている｡それもそのはず､経営学は日本型経
営学というように､内向きに舵を切っていると
きに､会計学は国際会計基準花盛りで､如何に
して世界標準を日本に組み入れるかという正反
対の議論が行われているからである｡経営学と
会計学を融合しなければならないという大それ
た事を言うつもりはないのだが､現状の弊害を
理解することの議論は始めなければならないの
である｡
4.2 会計学と金融危機
国際会計基準を世界に導入しようとする背景
の解説は､会計学の専門家に任せるとしても､
最近の会計の世界で､実に不可解な出来事が起
こった｡いわずもがな､会計というのは会社の
財務状態や経営成績を公表するという重要な役
割を持っている｡そして､各々の会社の財務状
態や経営成績は､各社独自の会計基準によって
公表されていては､他社との比較可能性が薄い
し､各社の会計基準が明確でなければ､信頼性
が薄いということになる｡ そのために､会計基
準の統一が重要なのである｡
くわえて､国際化が進んだ資本市場において､
一国内の会計基準が統一されただけでは意味が
なく､国際的に､あるいは同程度の経済規模と
経済状態にある国々だけでも統一した会計基準
を有することが必要になったのである｡そこで､
ここ数十年､国際会計基準を世界に広めていこ
うという流れを､あらゆる機関や団体が実践し
ているところである｡そして､このような活動
が功を奏して､先進諸国を中心に会計基準の国
際化が進んでいるのである｡それとともに､で
きるだけ会社の状態を迅速に正確に把握するた
めの会計基準を中心にした統一を推し進めてき
たのである｡
だが､国際会計基準の整備が進んでいるなか､
金融危機が起こった｡そうしたら､国際会計基
準の先導役であったアメリカが､一晩で会計基
準を変更した｡それにともなって､日本でも会
計基準を会社に都合のよいように変更すること
を認めることにした｡ここで､私は2つの偽り
と疑いの感を抱くようになった｡1つ目は､や
はり会計というものは､信用がおけないものな
のだということである｡ 2つ目は､このような
事実に国内の会計学者や実務家が声を大にして
反対しなかったことである｡
この2つの偽と疑を抱かせること自体が､自
己の否定と学問の否定である｡はっきり言って
しまえば､会計学は嘘であったことを､自ら認
めてしまった瞬間であった｡
4.3 安堵の後の不安のなかで
実は､ここで論じた ｢不完全な公認会計士制
度｣｢監査論の罪｣という問題は､ずっと前に論
じなければならないと痛感しており､何度も筆
をとって書きかけた論であった｡私の研究分野
からすると､わりと簡単な問題提起であるはず
なのに､書き始めると､こんなに筆が進まない
こともあるのかというほど､難産の末にできた
論が､本論文である｡そして､今後の視点と道
筋をつけることができたのではないかと､本論
文も終盤あたりを執筆しつつ安堵している｡
不完全な公認会計士制度と監査論の罪という
2つの問題は､今まで中心的問題として議論さ
れることがなかった｡その理由は､監査論が極
めて実務的な手続きや問題､その上で理論の構
築がなされており､研究者が手をつけることが
できなかったということにある｡もちろん､本
論文で明らかにしたように､実務的な手続きあ
りきであり､それを理論的に後見するために監
査論があるという紛れもない事実が､一番の元
凶なのである｡また､公認会計士制度が資本市
場と会社制度の狭間にあり､どっちつかずの制
度であることにも元凶の一端がある｡
旧商法と旧有価証券取引法では､旧商法にお
いて会計監査人と表記し､旧有価証券取引法で
は公認会計士をあてるとしていた｡これは､図
8のように､紛れもなく資本市場と会社制度の
狭間に公認会計士制度が存在し､会社制度の中
でも資本市場のなかでも監査が､あまり重視さ
れていなかった流れを汲んでいる制度だという
証左である｡
資本市場に力を入れた公認会計士制度と､会
社制度に組み入れた公認会計士制度の中間点に
現在の制度が存在することを､まずは認識しな
ければならない｡その上で､表3で表した分類
に従い､どちらかの制度に重点を置いた公認会
計士制度にするのかと､全く新しい機関として
の制度の確立に向かうのかの3つを選択する余
地がある｡まず､資本市場を基盤におく公認会
計士制度は､投資家および将来の投資家を中心
とした利害関係者のために存在する｡これは､
現行制度である｡また､会社制度を基盤におく
公認会計士制度は､法的に権利義務関係が存在
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図8 資本市場と会社制度の狭間の公認会計士制度
(出典)筆者作成｡
表3 公認会計士制度の基盤選択
基盤 公認会計士制度の目的 詳細
資本市場 投資家および将来の投資家を中心とした利害関係者のために存在する○ 現在の姿であるo
会社制度 法的に権利義務が発生する者のために より権能を縮小し､純粋に会社内部の
存在する○ 機関として存在する姿であるo
社会制度 市民社会全体の利益のために存在するo より権能を拡大し､市民社会の発展を目的として存在する姿であるo
(出典)筆者作成｡
図9 公認会計士制度の関係範囲の画定
小
(出典)筆者作成｡
関係範囲
する者のために存在する｡これは､より権能を
縮小し､純粋に会社内部の機関として存在する
姿である｡さらに､社会制度を基盤におく公認
会計士制度は､市民社会全体の利益のために存
在する｡これは､より権能を拡大し､市民社会
の発展を目的として存在する姿である｡
公認会計士制度の基盤選択は､関係範囲の画
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大
定と連動する｡そして､図9のように､いわゆ
る利害関係者の関係する範囲 (利害関係者の数
の大小)は､会社制度を基盤とすると小さくな
り､社会制度を基盤とすると大きくなる｡ そし
て､資本市場は､会社制度を基盤としたときと
社会制度を基盤としたときと比べると､ちょう
ど真ん中に位置するのである｡
5.公認会計士制度に懐疑的になった出来事
今からかれこれ､10年前､私が経営学ではな
く法律学を勉強していたときに､公認会計士制
度が歪んであり不完全な制度であると確信した｡
公認会計士は､良い表現をすると潤滑油､悪い
表現をすると手品師である｡潤滑油と表現した
のは､市場と会社とを結びつける役割を担うと
いう意味からである｡ 一方､手品師と表現した
のは､白を黒とし黒を白とするが､それはまや
かしにすぎないという意味からである｡ どのよ
うに表現しようと､公認会計士制度は､スケー
プゴートなのだろうと思うに至っている｡最後
に罪を被らせるための制度なのだ｡このように
表現しないまでも､百歩譲っても､ピストルの
安全装置くらいの役割しかないのである｡ ピス
トルの安全装置は､誤発射などを防ぐ役割を果
たすが､本気で弾を発射しようとするときには､
意識的に安全装置を外すので､いざというとき
には全く役に立たず意味がないのと同じなので
ある｡
強烈な表現で公認会計士制度を邦捻するのに
は､10年前の公認会計士とのやりとりが思い出
されるからでもある｡企業不祥事が多発し公認
会計士の無能力さが露呈するだけではなく､公
認会計士自身が主体的に粉飾決算に関与してい
るとのニュースが､日本国中を駆けめぐってい
たときに､公認会計士制度について､｢経営者と
の癒着構造が問題なのだから､早々に改革でき
ることとして､公認会計士は数年したら､非監
査企業を監査できないようにしないといけない｣
と私は論文で主張した｡そうしたら､それを読
んだ公認会計士がわざわざ電話をしてきて､｢君
は監査というものを理解できてないね｡｣とあざ
笑ったのであった｡しかし､その数年後､どう
なったであろうか｡公認会計士のローテーショ
ン制度が導入され､監査ができる監査法人の規
模も､ある程度の大きさが必要とされるなど､
公認会計士制度の改革がなされた｡ここには､
私が抱いた疑問と改革しなくてはいけないなと
思うに至った内容を含んでいた｡つまり､私の
感覚が正しかったのである｡
本論文で論じたことに対しても､｢君は監査と
いうものを理解できてないね｡｣とあざ笑うつも
りなのだろうか｡しかし､今度は､このように
教えてあげようと思う｡｢あなたは自分というも
のを理解しようとしていないのだね｡｣と｡
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